
ポバール樹脂事業の世界戦略 

2016年4月21日 

～世界に存在感を示す                  
スペシャリティ化学企業を目指して～ 
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１．ポバール新プラントの概要 

場   所：テキサス州ハリス郡ベイポート 

生産能力：第一期 年産４０，０００トン 

投資金額：約３００百万ドル 

 

新設備の特徴 

 原料VAMからの一貫生産 

 コスト競争力高い（シェールガス効果） 

 差別化製品（エクセバール®）生産可能 

 旧GLS（エルバノール®）とのシナジー有り 

 第二期増設余地有り 
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２．ポバール樹脂の生産能力 

地域 年産能力（㌧） 拠点 

日本 96,000 岡山 

28,000 新潟 

アジア 40,000 シンガポール（クラレアジアパシフィック：
KAP） 

欧州 94,000 フランクフルト（クラレヨーロッパ：KEG） 

米国 63,000 ラポルテ（クラレアメリカ：KAI、旧GLS） 

40,000 ベイポート（クラレアメリカ：KAI） 

合計 361,000 
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３．ポバール樹脂事業の拡大 

年代 事象 日 亜 欧 米 累計生産能力
1924 ヘルマン博士によるPVA樹脂の発明
1950 PVA繊維　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5t/d (●)
1962 PVA樹脂　新潟事業所生産開始　　　　　　　　 40t/d (●)
1968 PVA樹脂　岡山事業所生産開始 25t/d (●)

1990 年代まで　岡山＆新潟事業所増設 合計 ● 124,000 t/y
1999 Poval Asia（日本合成とのJV、後のKAP） ● 144,000 t/y
2001 クラリアント買収（後のKEG） ● 194,000 t/y
2005 KEG増設 ● 214,000 t/y
2008 KAPを100％子会社化 ● 234,000 t/y
2014 KEG増設 ● 258,000 t/y
2014 デュポンビニルアセテート事業買収（GLS） ● 321,000 t/y
2016 ベイポート新設 ● 361,000 t/y
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4.ビニルアセテートの要：ポバール樹脂 

EVAL 

  PVA 

  PVB 

PVB film 光学用
PVA film 

水溶性
PVA film 

アイオノマーシート 

VAM(酢酸ビニル) 

世界No.1 

世界No.1 世界No.2 

世界No.1 

世界No.1 

世界No.1 

http://www.illust-box.jp/sozai/27087/
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GLS統合（VAM、エルバノール®）し銘柄拡充、
販路拡大 

米州（含、中南米）での市場開拓 

 接着剤 

 製紙用途 

 塩ビ重合助剤 

 繊維 

 新規用途       など 

MonoSol ®（水溶性ポバールフィルム）との共同
開発 

  

５．ポバール樹脂米州展開 
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６．ポバール樹脂の世界戦略 

Kuraray Asia Pacific 

Kuraray America 
ク ラ レ  

Kuraray Europe 

４極（６拠点）での最適生産・供給体制の確立 

VAM自消率の向上 

各プラントの特徴を生かした差別化戦略の推進 

生産・開発・販売の各職能におけるグローバル
一体化チーム体制での運営 

 

 

  


